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◆①尾張の産科医・ 奈倉家

高輪整形外科ク リ ニッ ク 　 杉澤　 あい
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【 Abstract】
江戸の名倉、 と いえば、 誰も が知る骨接ぎの大家である 。 現在は本家、 分家と も に整形外科医院を開

業し 、 日本橋の名倉家の名倉武雄先生は、 慶應義塾大学医学部運動器生体工学寄附講座の特任教授を務

めら れているのは多く の方がご存じ のこ と だろう 。 尾張には、 江戸時代よ り 現代まで地域に根差し た産

科医の奈倉家がある。 こ の尾張の奈倉家は名倉家と 書かれた書物も あり 、 年代は違えども 、 ルーツや住

んでいた場所など、 江戸の名倉家と 近い部分が多く ある 。 今回、 尾張・ 名古屋における 医療史と し て奈

倉家について調べてみた。

◆②『 釣玄四科全書 整骨篇』と顎関節脱臼

接骨医学史研究会　 荒川　 政一

【 key words】釣玄四科全書整骨篇、 奥田万里、 顎関節脱臼、 整復

【 Abstract】
江戸時代の尾張には、 医学館と いう 名の医学塾があった。 その医学館で行われた薬品会の様子が、『 尾

張名所図会』と いう 書物に描かれている。 薬品会と いう のは、 現代で言う と こ ろの博覧会である。 こ の図

を見てみる と 、 二体の骨格模型があり 、 その前で講義が行われている 。 こ の骨格模型は、 奥田万里が尾

張の医学館に献呈し たも ので、 奥田木骨と 呼ばれている。 名古屋市博物館には、 江戸時代に制作さ れた、

こ の奥田木骨が一体所蔵さ れている。 し かし 公開はさ れていない。 2015 年に当分科会と 接骨医学史研究

会の夏期研修で、 こ の奥田木骨を特別に見学する こ と が出来たが、 写真撮影は許可さ れなかった。 その

ため実物の奥田木骨を画像に残すこ と は出来なかった。 奥田木骨は東京の国立科学博物館にも 一体あり 、

こ ちら は公開さ れている。 ガラ ス越し ではあるが、 誰でも みる こ と が出来る。 奥田木骨は分解さ れ箱に

入れて保管さ れているが、 2014 年の特別展では組み立てら れた状態で公開さ れた。 こ れを見る と 、 奥田

万里は骨の形態を熟知し ていただけではなく 、 関節の構造も 理解し ていたこ と が分かる 。 その知識は、

脱臼の整復にも 活かさ れただろう 。 奥田万里の脱臼整復と はどのよ う なも のであったのだろう か。 奥田

万里の肩関節脱臼の治療については 2018 年に、 肘関節後方脱臼については 2019 年に、 本フォーラ ムで

福田 格が発表し ている。 そこ で今回は、 奥田万里の顎関節脱臼の整復について発表する。 資料は奥田万

里の著作『 釣玄四科全書 整骨篇』である 。 奥田万里は各務文献の門人である 。 顎関節脱臼について奥田万

里は「 通常の脱臼については、 各務文献の整骨新書に詳し く 書いてある（ 意訳）」と 記し 、 脱臼後数日が経

ち整復困難なも のについては独自の整復法を記載している。

44

分科委員会



◆③「 長誓寺史」から読み解く 近世尾張の接骨史

東京有明医療大学　 福田　 　 格

【 key words】長誓寺史、 森林平、 接骨医、 鶴の丸万金膏、 力士　 濃尾大地震

【 Abstract】
愛知県尾張一宮と 近接する 大治町には日本を代表する 医療史跡がある 。 一つは医聖堂に祀ら れ、 石碑

12 番手に刻印さ れる日本初の眼科専門医“ 馬島清眼”の開基した明眼院である 。 所在は愛知県海部郡大治

町馬島北割 114 にあり 、 馬島流眼科と し て皇室をはじ め全国各地から 患者が訪れたと いう 。 も う 一つは

一宮に残る近世尾張の接骨医“ 森林平”家である 。 隣接する長誓寺は開基依頼 600 有余年を経る古刹で“ 森

林平”家と は興味深い歴史を共有し ている。 その史実が長誓寺史に記録さ れており 時代考証を加え接骨医

と して地域貢献した内容を分析するこ と と し た。
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